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（茨城県病害虫防除所 病害虫発生予報第１月号より抜粋） 

 

茨城県では、県監修により果樹病害虫参考防除例（以下、防除例）を６作物７種類作成し、 

農薬適正使用および効果的防除を推進しています。 

令和７年版防除例の主な変更点を以下にまとめました（表）。防除例を利用する際には、 

変更点に十分注意しましょう。過度の農薬散布を防ぎ、農薬による危被害のリスクを下げる 

ためにも、冬季の落葉処理や粗皮削り等の耕種的防除技術を活用し、また発生予察情報や圃 

場での病害虫発生状況を十分確認して、必要に応じた防除を行いましょう。 

 表 果樹病害虫参考防除例の主な変更点（薬剤の追加・削除等があった箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【カキ】 ①フジコナカイガラムシの防除効果を高めるために、トランスフォームフロアブルを記載しました。 

【ク リ】 ②休眠期のカイガラムシ類防除のため、石灰硫黄合剤を記載しました。石灰硫黄合剤は越冬病害虫にも登録が

あります。  

 ③クスサンの防除について、近年の発生状況からみて本欄注意事項から注意事項としました。 

 ④カミキリムシ類防除の選択肢として、ロビンフッドを追加しました。 

【リンゴ】 ⑤ハダニ防除の追加散布について、ダニゲッターフロアブルの記載を削除しました。 

【露地赤ナシ無袋】 ⑥落花期の黒星病、赤星病防除について、農薬登録上の対象病害を薬剤ごとに記載しました。 

 
【露地巨峰】、【雨よけ巨峰】、【ウメ】では薬剤の変更はありません。 

 

 

 

令和７年版果樹病害虫参考防除例について 

■ 農薬使用の際は、必ずラベル及び登録変更に関するチラシ等の記載内容を確認し、飛散に注意して使用して下さい。 

■ 営農 News はＪＡ全農いばらきホームページでもご覧になれます。 
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